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研究開発戦略等を紹介したい。	 	 ＜先制医療とは＞	 一般に、糖尿病、心血管系
疾患等の生活習慣病は、遺伝素因と環境要因の相互作用が長年にわたって起こ
り、疾患発症リスク因子が徐々に蓄積し、発症に至ることが知られている。一
方、近年のライフサイエンス研究の急速な進展によって、科学的根拠に基づく
遺伝素因およびバイオマーカー（血中等の生体由来物質、画像データ、ほか）
を用いてハイリスク群を同定（層別化、個別化）し、それら疾患の発症を高い
確率で予測することが徐々に可能になりつつある。先制医療とは、科学的根拠
に基づいた疾患発症予測、そしてリスクに応じた適切な予防的介入を実施し、
疾患（或いは重篤な合併症）の発症を予防するか遅らせようとする、これから
の健康・医療のコンセプトである。疾患によって先制医療を実施すべき時期や
方法論は異なると考えられるが、DOHaD 仮説で指摘されている疾患については、
胎児、乳幼児からの適切な先制医療も重要であると考えられる。	 
	 
 
  
